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京都大学（学際融合教育研究推進センター地域連携教育研究推進ユニット）特任教授。 

国立教育政策研究所名誉所員。 

 

＜学歴と職歴＞ 

東京教育大学大学院博士課程修了。 

国立教育政策研究所で教育政策・評価研究部長、高等教育研究部長、初等中等教育研究

部長などを歴任。 

この間、早稲田大学客員教授のほか、東京大学、京都大学、筑波大学、九州大学、東京学

芸大学、京都教育大学、信州大学、青山学院大学、上智大学などで非常勤講師を務めた。 

平成20年３月末に国立教育政策研究所を退職後、玉川大学及び常葉（とこは）大学教職大

学院教授を歴任し、流通経済大学教授で定年退職。 

国内外の教育政策や学校経営に関する比較研究が専門。 

東京都足立区教育委員や横浜市社会教育委員などを歴任。 

 

＜小中一貫教育関連情報＞ 

小中一貫教育をテーマに全国各地で講演を行うほか、平成 21年に開設した「小中一貫教

育校 京都大原学院」のスタート時にも助言を行うなど、小中一貫教育の分野におかれて

も精通されています。また、令和元年には二宮町の小中一貫教育研修会（教職員向け）

において、「地域と学校で創る小中一貫教育」をテーマにパネルディスカッションの講師

を務めていただきました。 
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